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昨
年
12
月
31
日

か
ら
今
年
１
月
５

日
ま
で
日
比
谷
公

園
の
派
遣
村
の
活

動
に
多
く
の
国
民
が
感
動
し

た
。「
実
は
首
を
つ
ろ
う
と

ロ
ー
プ
を
買
っ
て
さ
ま
よ
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
『
村
』

が
な
か
っ
た
ら
死
ん
で
い
ま

し
た
」
と
言
う
声
も
伝
え
ら

れ
て
い
る
▼
派
遣
村
に
は
、

職
を
失
い
、
寮
を
追
わ
れ
た

労
働
者
約
５
０
０
人
。
多
数

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
食
事
を

つ
く
り
、
生
活
と
仕
事
の
相

談
を
行
っ
た
支
援
で
、
半
数

以
上
の
人
が
生
活
保
護
を
申

請
し
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
住

ま
い
を
み
つ
け
て
職
探
し
を

始
め
、
よ
う
や
く
生
活
再
建

の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

が
で
き
た
の
も
す
ご
い
▼
派

遣
村
村
長
の
湯
浅
誠
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
自
立
生
活
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
・
も
や
い
事
務

局
長
）
は
「
路
頭
に
迷
っ
て

い
る
人
が
何
万
人
も
い
る
。

そ
の
人
た
ち
は
運
が
悪
か
っ

た
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
」。

そ
し
て
、
具
体
的
に
は
①
寝

場
所
と
食
事
を
伴
う
一
時
的

避
難
所
の
開
設
②
総
合
相
談

窓
口
の
設
置
③
社
会
福
祉
協

議
会
に
よ
る
緊
急
小
口
貸
付

資
金
の
要
件
緩
和
④
生
活
保

護
の
即
日
開
始
決
定
な
ど
の

本
来
の
行
政
対
応
の
拡
大
─

の
必
要
性
を
強
調
▼
筆
者
は

「
あ
ん
た
の
町
は
ど
う
か
」

と
提
起
さ
れ
た
と
受
け
止
め

て
い
る
。
命
と
暮
ら
し
を
守

る
人
権
運
動
の
大
事
な
取
組

み
を
教
わ
っ
た
。（
Ｍ
）

派
遣
切
り
反
対
支
援
に
連
帯

　
　

人
権
運
動
の
成
果
い
か
す

廃
止
を
要
求
し
て
い
た
も
の

で
、
同
県
総
務
部
人
事
課
は

「
職
員
採
用
で
保
証
人
を
立

て
る
必
要
性
を
検
討
し
た
結

果
、
廃
止
を
発
表
し
た
」
と

い
う
も
の
で
す
。

　

県
産
業
労
働
部
就
業
促
進

課
は
「
公
正
な
採
用
選
考
冊

子
『
差
別
の
な
い
採
用
選

考
』
で
、
採
用
の
際
、
戸
籍

謄
（
抄
）
本
の
提
出
な
ど
や

採
用
内
定
後
の
身
元
保
証
書

の
提
出
に
つ
い
て
は
、
労
使

間
の
労
働
契
約
が
あ
れ
ば
必

要
な
い
も
の
と
し
て
、
慣
習

等
に
よ
る
安
易
な
提
出
を
い

ま
し
め
」
て
い
ま
し
た
。

　

人
権
連
は
今
回
の
愛
知
県

の
廃
止
を
全
国
化
、
働
く
人

た
ち
の
雇
用
確
保
の
促
進
を

支
援
し
て
い
き
た
い
と
し
て

い
ま
す
。

　

愛
知
県
は
１
月
30
日
、
愛

知
人
権
連
と
の
予
算
協
議
で

「
県
職
員
の
採
用
に
お
い
て

保
証
人
誓
約
書
の
廃
止
を
早

急
に
対
応
」
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

人
権
連
側
が
要
請
事
項
の

中
で
「
身
元
保
証
の
慣
行
は

前
近
代
的
な
人
請
け
制
度
に

由
来
、
身
分
的
労
使
関
係
の

色
彩
を
残
す
も
の
」
と
し
て

　

新
井
直
樹
事
務
局
長
は
議

案
提
案
で
、
当
面
す
る
諸
課

題
と
し
て
懸
案
の
「
地
域
社

会
に
お
け
る
権
利
憲
章
案
」

に
ふ
れ
、
各
幹
事
か
ら
憲
章

小
委
員
会
に
よ
せ
ら
れ
た
意

５
月
の
鳥
取
で
の
全
国
研
究

集
会
で
公
表
、
次
期
大
会
で

採
択
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

と
報
告
。

　

昨
年
、
解
散
総
選
挙
が
ら

み
で
急
き
ょ
開
催
準
備
が
中

断
さ
れ
た
鳥
取
県
で
の
第
５

回
地
域
人
権
問
題
全
国
研
究

集
会
に
つ
い
て
、
政
局
が
依

然
解
散
が
ら
み
で
進
行
し
て

い
る
が
、
地
元
県
実
行
委
員

会
と
連
携
し
な
が
ら
５
月

30
、
31
日
に
開
催
す
る
と
発

表
。「
総
選
挙
と
重
な
っ
た

場
合
は
」
と
の
幹
事
か
ら
の

質
問
に
「
変
更
は
な
い
。
断

固
と
し
て
開
催
す
る
」
と
不

退
転
の
決
意
を
示
し
、
集
会

チ
ラ
シ
は
３
月
に
各
県
に
送

付
す
る
と
し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
法
案
を
め
ぐ
る

動
き
で
は
「
話
し
合
い
解
決

は
解
同
の
糾
弾
を
合
法
化
す

る
」
と
反
対
、
今
後
、
関
係

者
と
意
見
交
換
を
す
す
め
る

と
し
ま
し
た
。

全
国
人
権
連
は
１
月
29
、
30
の
両
日
、「
貧
困
の
増
大
と
格
差
の
拡
大
、
不
平
等
を

解
消
し
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
求
め
て
」
を
各
省
の

共
通
要
求
に
か
か
げ
08
年
度
政
府
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。（
２
～
４
面
に
詳
細
）

身
元
保
証
誓
約
を
廃
止

「働く人々を支援する政府交渉」と丹波議長

第3期第1回
拡大幹事会

服
で
変
化
を
つ
く
り
出
し
て

行
き
た
い
」
と
決
意
を
述

べ
、
参
加
者
と
意
思
を
統
一

し
ま
し
た
。

見
を
も
と
に
論
議
、
常
任
幹

事
会
と
憲
章
小
委
員
会
で
さ

ら
に
論
議
を
深
め
整
理
し
、

愛知人権連との協議で発表（１月30日）

５
月
30
、
31
日　

鳥
取
で
全
国
研
究
集
会

糾
弾
合
法
化
の
人
権
擁
護
法
案
反
対

と
強
調
。
こ
の
後
、
志
半
ば

で
倒
れ
た
人
権
連
会
員
を
哀

悼
し
、
黙
祷
し
ま
し
た
。

　

丹
波
正
史
議
長
は
主
催
者

挨
拶
で
「
情
勢
は
支
配
の
閉

塞
、
抑
圧
さ
れ
た
人
々
が
時

代
を
変
え
る
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
。
ト
ヨ
タ
な
ど
の
首
切
り

が
マ
ス
コ
ミ
で
連
日
報
道
さ

れ
る
な
ど
、
国
民
生
活
の
危

機
。
今
こ
そ
力
を
結
集
し
て

地
域
の
高
齢
者
、
障
害
者
、

働
く
人
々
を
支
援
、
危
機
克

時代を変えるチャンス

愛知県

　

全
国
人
権
連
は
１
月

30
日
、
文
部
科
学
省
と

の
話
し
合
い
に
先
立
ち

岡
山
県
を
中
心
に
集
約

さ
れ
た
「
高
校
・
大
学

の
授
業
料
減
免
制
度
の

拡
充
及
び
奨
学
金
制
度

の
創
設
に
関
す
る
陳
情

署
名
１
万
１
０
７
３
筆

を
中
島
純
男
副
議
長

（
左
）
が
手
渡
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
２
０
０
９

年
10
月
を
目
途
に
全
国

的
な
取
り
組
み
を
展
開

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
人
権
連
は
29
日
午

後
、
都
内
で
第
３
期
第
１
回

拡
大
幹
事
会
を
開
き
、
政
府

交
渉
の
要
求
に
か
か
わ
る
打

合
せ
と
当
面
の
諸
課
題
を
協

議
、
日
本
共
産
党
か
ら
井
上

哲
士
参
議
院
議
員
が
来
賓
と

し
て
出
席
し
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
で
中
島
純
男
副

議
長
が
「
派
遣
・
期
間
工
切

り
反
対
闘
争
支
援
の
セ
ン
タ

ー
づ
く
り
が
各
地
で
起
こ
っ

て
い
る
。
部
落
解
放
・
人
権

運
動
の
連
帯
の
な
か
で
勝
ち

と
っ
た
成
果
を
支
援
（
セ
ン

タ
ー
）
で
返
し
て
い
こ
う
」

文科省に教育署名提出


